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 漫画を読むとき、私たちはその絵を見るだけで作者を判別することができる。私たちは何をもって、

作者を判別しているのか、それを明確に言える人は少ないと思われる。ほとんどの人が「なんとなく」

「絵が違うから」という曖昧な回答をする人が多いだろう。そんな中、よく聞くのが“絵柄”という言

葉である。この絵柄を数値として表すことができれば、作者のそれぞれの特徴などを明確に知る事がで

きるのではないかと考えた。 

 本研究では、まず顔画像から指定した箇所（図１）の距離を測定し、集計するツールを作成した。デ

ータの一例を図２に示す。分布図上で、点が密集していれば類似しているということになる。逆に言え

ば、どの点からも離れているものは、その作者特有のものということになる。 

分布図からデータの類似性を示すために、クラスター分析という分類方法を用いた。本研究では、ウ

ォード法というクラスター分析では一般的に使われる方法を用いた。これは、分布図から二点間の距離

の最小値を探し、平均値を求めながらグループ化を繰り返すという方法である。類似性の順序を示すプ

ログラムを作成し、その結果からデンドログラムと呼ばれる樹形図（図３）を作成した。これにより視

覚的に比較しやすくすることができる。 

作者が判別できるかどうかは、これらの結果を見ることで知ることができる。図３は、絵柄に特徴を

持つグループ化を示す。図中の丸で囲ったデータは図２の分布図で近い位置に分布している。他の箇所

を測定したときも、この作者の描くキャラクターは、目や鼻など部分が同じように近い位置に分布して

いることが分かったこのように、作者の描くキャラクターの比によって、作者を判別することができる

場合もあることが分かった。また図２で挙げた箇所以外の測定結果を分布図にしたとき、少年漫画誌と

少女漫画誌に分類して比較すると、少年漫画誌の方が結果にばらつきがあった。つまり少年漫画誌には、

特徴的な顔の比をもった作者が多いということになる。逆に言えば、少女漫画誌に分類されるキャラク

ターは、比較的近くに分布し、似通った結果が出た。この点から、少年漫画誌であるか、少女漫画誌で

あるかの判別もおおまかには可能であるということが分かった。ここに例として挙げた結果以外の箇所

の分析や詳細ついては本文の方で述べることとする。 
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図１：測定箇所    図２：目の大きさを比較した分布図  図３：図２のデンドログラム 

※図２,３の１～５番は同じ作者 



 

 


